
� � � � � � � � (旬刊5ノ日発行)�����������������������
会
員
四
十
九
団
体
が
集
結

し
た
総
会
は
上
田
忠
幸
事
務

局
長
が
司
会
を
務
め
、
松
田

英
行
副
会
長
の
開
会
の
辞
、

厚
生
科
学
審
議
会
生
活
環

境
水
道
部
会
は
七
月
二
十

日
、
東
京
・
霞
が
関
の
厚
生

労
働
省
会
議
室
で
第
四
回

「
水
道
事
業
の
維
持
・
向
上

に
関
す
る
専
門
委
員
会
」

大
澤
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続

い
て
前
田�
司
大
阪
府
水
道

工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
会

長
を
議
長
に
選
出
。
新
年
度

（
委
員
長
・
滝
沢
智
東
京
大

学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
都

市
工
学
専
攻
教
授
）
を
開
催

し
た
。
広
域
連
携
の
推
進
や

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

の
更
新
制
導
入
へ
主
要
な
論

事
業
計
画
な
ど
を
原
案
ど
お

り
承
認
可
決
し
、
重
点
課
題

と
し
て
災
害
対
策
や
若
年
労

働
者
の
確
保
な
ど
に
全
力
で

点
と
対
応
策
を
整
理
し
た
。

平
成
八
年
の
水
道
法
改
正

で
創
設
さ
れ
た
指
定
給
水
装

置
工
事
事
業
者
制
度
は
所
在

確
認
の
取
れ
な
い
指
定
事
業

者
や
無
届
工
事
・
不
良
工
事

取
り
組
ん
で
い
く
。

全
国
大
会
で
は
大
澤
会
長

が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
熊
本

が
散
見
さ
れ
る
な
ど
早
急
な

改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
専
門
委
は
指
定
事

業
者
の
更
新
制
導
入
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

主
要
な
論
点
と
対
応
策
で

地
震
が
発
生
し
て
二
カ
月
が

経
過
し
た
。
延
べ
五
千
名
を

超
え
る
全
国
の
同
志
が
応
急

復
旧
作
業
に
従
事
し
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
を
守
る
管
工
事
組

合
の
重
要
性
を
証
明
し
た
。

今
回
の
対
応
を
検
証
し
、
今

後
予
測
さ
れ
る
大
規
模
災
害

へ
の
準
備
を
さ
ら
に
進
め
て

は
更
新
時
の
確
認
事
項
と
し

い
く
決
意
だ
。
命
の
水
を
届

け
る
専
門
家
集
団
と
し
て
社

会
的
使
命
を
果
た
し
、
基
幹

管
路
の
早
急
な
耐
震
化
を
訴

え
て
い
く
。
ま
た
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
優
秀
な
技
術
者
・

技
能
者
の
確
保
へ
積
極
的
に

事
業
を
推
進
す
る
」
と
力
強

く
決
意
を
表
明
し
た
。

功
労
者
表
彰
で
は
ベ
ト
ナ

ム
視
察
研
修
事
業
に
協
力
し

た
㈱
タ
ブ
チ
（
田
渕
宏
政
社

長
）
と
ア
ジ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
サ

ポ
ー
ト
事
業
協
同
組
合
（
原

宜
幸
理
事
長
）
に
感
謝
状
を

贈
呈
。
来
賓
を
代
表
し
て
太

田
厚
労
大
臣
政
務
官
、
木
村

実
国
土
交
通
省
建
設
市
場
整

備
課
長
、
加
藤
裕
之
同
省
下

て
水
道
事
業
者
や
日
本
水
道

協
会
に
よ
る
講
習
会
へ
の
参

加
実
績
、
主
任
技
術
者
の
研

修
機
会
の
確
保
状
況
、
配
管

技
能
者
の
資
格
、
業
務
内
容

な
ど
を
打
ち
出
し
た
。
指
定

有
効
期
間
は
い
ま
の
と
こ
ろ

五
年
が
有
力
だ
。

水
道
利
用
者
に
対
し
て
は

更
新
時
に
把
握
し
た
情
報
を

活
用
し
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
・

水
道
事
業
課
長
、
植
田
浩
大

阪
府
副
知
事
、
中
尾
寛
志
大

阪
市
副
市
長
ら
が
祝
辞
を
述

べ
、
宮
崎
正
信
厚
生
労
働
省

水
道
課
長
、
吉
田
永
日
本
水

道
協
会
理
事
長
、
江
郷
道
生

給
水
工
事
技
術
振
興
財
団
専

務
理
事
、
久
門
龍
明
全
国
管

工
機
材
商
業
連
合
会
副
会
長

ら
が
紹
介
さ
れ
た
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
決
議
で
は
①

す
ぐ
れ
た
技
術
・
技
能
の
継

承
で
次
世
代
の
担
い
手
を
育

成
し
よ
う
②
指
定
店
更
新
制

度
を
実
現
し
、
地
域
住
民
に

信
頼
さ
れ
る
工
事
店
を
め
ざ

そ
う
③
緊
急
時
に
命
の
水
を

守
る
専
門
家
集
団
と
し
て
地

域
の
期
待
に
応
え
よ
う
│
│

を
満
場
の
拍
手
で
採
択
。
ま

た
工
藤
光
明
熊
本
県
管
工
事

業
組
合
連
合
会
会
長
に
義
援

金
を
贈
り
、
秋
山
雅
仁
青
年

部
協
議
会
会
長
が
活
発
な
活

動
報
告
を
行
っ
た
。

懇
親
会
で
は
盛
山
正
仁
自

民
党
水
道
事
業
促
進
議
員
連

盟
幹
事
長
ら
が
駆
け
つ
け
て

激
励
。
淀
川
三
十
石
舟
唄
や

櫻
太
鼓
、
上
方
落
語
な
ど
を

楽
し
み
つ
つ
歓
談
し
、
次
回

開
催
地
の
岩
手
県
管
工
事
業

協
同
組
合
連
合
会
（
佐
々
木

英
樹
会
長
）
が
多
数
の
参
加

を
呼
び
か
け
た
。

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る

情
報
提
供
や
消
費
者
生
活
セ

ン
タ
ー
と
の
連
携
に
努
め
て

い
く
。
ま
た
研
修
会
・
講
習

会
の
広
域
的
な
開
催
に
よ
る

指
定
事
業
者
の
負
担
緩
和
や

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
一
層
の
活

用
を
図
る
と
と
も
に
、
水
道

事
業
者
に
よ
る
指
定
取
り
消

し
な
ど
の
処
分
基
準
を
整
備

す
る
考
え
だ
。
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国
管
工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
（
大
澤
規
郎
会
長
）
は
七
月
十
三
日
、
大
阪
市
の
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

で
第
五
十
六
回
通
常
総
会
を
開
き
、
平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画
な
ど
を
満
場
一
致
で
決
定
し
た
。
全
国
大
会
で

は
次
世
代
の
担
い
手
育
成
、
指
定
店
更
新
制
度
の
実
現
、
災
害
緊
急
時
の
地
域
貢
献
な
ど
を
推
進
す
る
三
項
目
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
決
議
。
太
田
房
江
厚
生
労
働
大
臣
政
務
官
ら
多
数
の
来
賓
を
迎
え
て
約
七
百
名
が
一
堂
に
集
い
、

命
の
水
を
守
る
専
門
家
集
団
と
し
て
決
意
も
新
た
に
力
強
く
邁
進
す
る
こ
と
を
誓
い
合
っ
た
。

太田政務官 大澤会長

盛山議連幹事長 前田府連会長

熊本地震で義援金贈呈田渕社長に感謝状

第４回専門委を開催


